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平成 30年 8月 7日 市長定例記者会見 会見録 

 

【司会】 

はい、それではただいまから市長定例記者会見を開催いたします。 

本日の話題は２件です。市長、よろしくお願いします。 

 

【市長】 

はい。また台風が近づいておりますのでね、これから２、３日、警戒をしなきゃいけないな

というふうに思っています。 

迅速な情報提供をしたいと思いますので、ぜひ、メディアの皆さんにも市民への報道をよろ

しくお願いをいたします。 

さて、８月最初の定例会見ですけれども、おかげさまで第７１回の清水みなとまつり、こち

らは天気に恵まれて、連日たいへん賑わいを見せました。本当にありがとうございました。 

ところで、ずいぶん７月にも異動があって、新しい記者さんもいらっしゃるように見受けら

れますけれども、そもそもなぜ清水みなとまつりで、かっぽれ、宇崎竜童さんに曲を作って

もらって、かっぽれをやるのかご存知ですか？ 

なぜ、清水みなとまつりで護衛艦いずもが来るか、ご存知ですか？知らないでしょう。 

ぜひね、押さえておいてほしいんですけれども、もともと、戦後復興から始まった清水みな

とまつりなんですけれども、市民主体の実行委員会っていうのが結成されて、そして、大阪

堺市の住吉神社、堺市っていうのは「みなとまち」なんですね、江戸時代からずっと交易の

中心地だったわけですね。そこの住吉神社っていうのが、海の祭神を祀っているわけですね。 

つまり、台風などの自然災害や、あるいは海賊などから、出航するね堺の商人だったり、漁

民であったり、そういう人たちを守ってほしいというところで、住吉神社に海の安全祈願を

しているということで、みなと堺のまちが成り立っていて、その堺の住吉神社でかっぽれが

とても盛んだったんですね。 

元々かっぽれっていうのは東京江戸芸、江戸のいわゆる大道芸だったんですけれど、それが

東海道の中で、すごくアレンジされてかっぽれになって広まっていったと。清水も港町だか

ら、これをいただこうと。で、矢倉神社がやっぱり海の祈願をする清水の神社だったので、

そこで、当時の実行委員会がかっぽれというのを「堺みなと」から「清水みなと」に持って

いって、やろうと。そして、宇崎竜童さんにいわゆる伝統的なかっぽれはそのまま残して、

現代風にアレンジした踊りを作ってもらおうということで、港かっぽれ、今回６曲目になり

ます、「ＬａＬａＬａ」を作ってもらいましたけれども、「エイサー」とか「レゲエ」とか、

「フラメンコ」とかいろんな形の港かっぽれの現代風のダンスも生まれたと。 

それが定着して、今年も１万 4,000人くらいかな、さつき通りをみんなで連を組んで踊った

ということなんですね。 

で、護衛艦いずもが来るのも、海のギャング、海賊から守るためのそれを今言うと、結局、
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日本の海の安全を守っているのは、海上自衛隊だということになって、それで、自衛隊のほ

うもこういう機会を通じて、国民と自衛隊の距離を縮めたいということもあって、じゃあ、

ＰＲに協力しましょうということになって、毎年、毎年、海上自衛隊が来てくれる。海上自

衛隊が来てくれるんだったらということで、３．１１以来、防災の観点で、せっかく陸上自

衛隊 34連隊が板妻にありますので、そちらのほうにも協力をもらおうと。浜松に航空基地

があって、ブルーインパルスもあるもんだから、じゃあ、航空自衛隊も来てもらおうと言っ

て、去年、70回の記念大会に３組揃ったと。海自と空自と陸自が揃ったと。 

まあ、そんなことで最初は海の安全を守ってくれる自衛隊の皆さんの市民の理解を深める

という、そんな経緯で自衛隊だということも、ぜひご承知おきをお願いしたいなあというふ

うに思います。 

「いずも」の艦長、本山艦長にもたいへん喜んでいただきましたけれども、前回は名古屋で

キャンペーンをやったそうなんですよ。国民に対する一般公開をしたそうなんですけれど

も、名古屋市で、名古屋みなとでやった時よりも、今回、清水みなとでやったほうが、２日

間、集客数が多かったそうです。ギリギリいっぱいのＭａｘの集客を、今回、清水で集まっ

たということで、本当に自衛隊の皆さんにも感謝をしていただきました。 

なんとか清水みなとまつり、その前の週のアベハナ（安倍川花火大会）がね、中止になって

しまったので、やっぱり一度は夏休みね、花火は見たいし、女性だったら浴衣を着たいとい

う意味でも、今回、海上花火大会も大きく賑わってよかったなというふうに思っています。 

さて、それでは今日の２つの話題に入ります。ひとつは、三保に児童館と生涯学習交流館の

複合施設が開館をしますということです。 

このポイントは費用対効果を上げるということです。従来、子育て支援には力を入れてきて、

この 4月には待機児童ゼロを達成した、とご承知のとおりだと思いますけれども、やはり子

育て支援というのは、地域とともにというのがキーワードなんですね。 

その中で、私の一期目の、２年目だったかな、平成 24年度に草薙で児童館を有度の生涯学

習交流館と合築しようと。地域とともに児童館もあるというほうがいいねっていう形の複

合施設をやって、そして検証してみたらやっぱりいいんですね。生涯学習交流館というのは、

地域の方々が使う所だし、その一角に児童館がある方が、お互い１＋１が３になるような形

になるんで、これは単独館、単独館でやるよりも、同じ地区で複合施設化した方が費用対効

果、子どものためにもいいだろう、という判断で、今回、三保で２館目の複合施設にいたし

ました。 

児童館は遊びを通じた子どもの育成、子どもの居場所の提供、地域の健全育成の環境づくり、

ボランティアの育成など子どもの健やかな成長に非常に重要な役割を果たします。 

例えば、住んでいる場所や年齢の異なる子ども同士が交流をする、職員や地域のボランティ

アと遊びや季節行事を楽しむ、多彩な経験を積んだ子どもたちが成長して、今度は、ボラン

ティアとして運営に関わるなど、子どもや地域にとってより良い循環を生み出していくこ

との拠点になるわけであります。 
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旧清水市域では、地域づくりの拠点である生涯学習交流館の活動が非常に活発です。その利

点を生かすためにも、今回、複合施設として児童館の整備を行ったわけであります。 

さらに、三保地区では世界遺産、三保松原の価値を来訪者に伝えるビジターセンターが、来

年の春には開館をいたしますので、こんなことで三保松原の求心力の向上に努めていきた

いというふうに思っています。 

キーワードがこれいいですね、「子どもが育つ、人が育つ、そして松も育つ」ということで

あります。少し先になりますが、9 月 29 日の土曜日に開館式典を開催する予定です。改め

て詳細は発表しますので、そちらの方の取材もよろしくお願いいたします。 

２つ目、今日はオール清水区の話題であります。広報課中心にシティプロモーション、情報

発信力の強化っていうのを取り組んでいるのは、ご承知のとおりだと思いますけれども、そ

のコンテンツの一つに、全国でこのマンホールを訪ね歩くというコレクターがすごく多く

なっているということで、３年前の、2015 年の家康公 400 年記念事業の時にも家康公にち

なんだ、「たちあおい」とか「霧島つつじ」の花の模様、家康公が愛したまちのデザインを

模したマンホールを作って話題を作り、静岡に来てくださいというプロモーションをした

わけでありますが、そのマンホールの写真をインスタであげて、そして、自分たちは何百集

めたぞっていう、こういう方々に対してのプロモーションで、今回は非常に求心力が強いさ

くらももこさんの「まるちゃん」のキャラクターをどうかというご提案を先生から頂きまし

たので、これはありがたいということで、是非にということで今回の形になりました。 

それでは、みなさんお待ちかねだと思いますので、寄贈をいただきましたマンホールを、ち

ょっと気の抜けたビールの感はありますが、あの、ここで披露をしたいというふうに思いま

す。上下水道局に大変これからお世話になってやっていきますので、今日は、七間町から公

営企業管理者、大石管理者がいらっしゃっておりますので、どうぞセンターに。 

一緒に除幕式をやるという、あの、演出のようでありますので。 

 

【司会】 

ご用意はよろしいでしょうか。カメラの方もよろしいでしょうか。大丈夫でしょうか。 

それではお願いします。どうぞ。 

 

― 拍手 ― 

 

【市長】 

ご覧のとおり、今回２種類の蓋を寄贈していただくことになりました。これは、さくらもも

こさんが、このマンホールのために、新たに描き起こしてくれた新作、全くのオリジナルと

いうことを強調しておきたいと思います。どこかのやつを転載したのではないと。 

全くマンホールのために描いてくださった絵だそうです。そして、本日、そのさくらももこ

さんから寄贈するにあたって、メッセージが届いているということですので、職員にここで
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読み上げていただきます。 

 

【職員】（さくらももこさんからのメッセージ） 

マンホールの蓋に⾊んなデザインがある事を知り、静岡にまる⼦のマンホールもあれば可

愛いなと思い、静岡市さんにご相談させて頂きました。今回、「お茶、富⼠⼭、駿河湾」を

コンセプトに、2つのマンホールが出来ました。静岡市で⻑く使⽤して頂けると嬉しいです。 

そして、静岡市民の皆さんには、いつもあたたかいご声援をいただき、本当にありがとうご

ざいます︕まる⼦デザインのマンホールの蓋も、みなさんに喜んで頂けると嬉しいです。 

さくらももこ 

 

― 拍手 ― 

 

【市⻑】 

先生、あたたかいメッセージありがとうございました。 

ということでありますので、是非、全国のというか、全世界のですね、国内外のまる⼦ファ

ンの皆さん、あるいは、マンホール巡りを楽しみにしている皆さん、静岡市にどうぞお越し

いただきますようお願いをいたします。 

なお、現在、ＪＲ清水駅の周辺に一つ、そして、静鉄新静岡駅の周辺に一つ、設置の準備を

進めております。場所はお手元の資料をご覧ください。設置の日時につきましては、準備が

でき次第、後日お知らせをします。設置場所は、市外からいらっしゃったお客様にもわかり

やすい、そして、一緒に写真を撮るにも適した場所を選定しました。 

是非 PRかた、全国に向けて発信をしていただければありがたく思います。以上です。 

 

【司会】 

それではただいまの発表項目につきまして、ご質問がある方はお願いしたいと思いますが、

ご質問の際は、社名とお名前をおっしゃってからお願いしたいと思います。いかがでしょう

か。 

 

よろしいですか。ありがとうございます。 

それでは、幹事社質問に移りますので幹事社さんお願いします。 

 

【幹事社・静岡第一テレビ】 

今回の幹事質問は、一点です。リニア中央新幹線についてです。リニア中央新幹線の建設工

事による「水問題」を巡って、JR 東海と県や関連市町の間で議論は平行線をたどっていま

す。県は“オール静岡”でこの問題に取り組む意思を示していますが、JR 東海と基本合意を

結んだ静岡市としては今後どう取り組んでいくのか、現在の考えをお聞かせください。 
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【市⻑】 

この一点ですね。はい、わかりました。 

今後も、ＪＲ東海にこのことを私たちは関心を持っているというメッセージを伝え、重要な

関心事であるという認識のもと、ＪＲ東海にこのことについて働きかけていきたいという

ふうに思っています。 

ＪＲ東海との基本合意の中に、あえて、私たち静岡市は、この水問題について、配慮をお願

いしたい、と一文を加えました。私たち静岡市の方から加えた一文でありますので、環境保

全というのは、重要な項目の一つと捉えておりますので、適切な環境保全措置の実施と、大

井川の中下流域に配慮をして、誠実に県との交渉を進めていただきたいということをお願

いします。以上です。 

 

【幹事社・静岡第一テレビ】 

ちなみに静岡市は、他の市町から、「窓口を持っている」っていうふうに言われていたんで

すけど、具体的に窓口を持っていて、基本合意も結ばれている立場として、具体的に何かや

っていきたいこととか、具体的に何かありますでしょうか。 

 

【市⻑】 

この水問題の正式な窓口は、今回の一連の流れの中で、県が、これから８市２町の要望書を

受け取って、対応するということを期待しています。水問題についてはね。 

 

【幹事社・静岡第一テレビ】 

最後に、一点だけ。8市２町の協議会が立ち上がったんですけど、そちらのほうに、静岡市

は加わっていないということで、なぜ改めに加わっていないのかというところと、あと今後、

そこに加わるような意志というのはあるのかどうかを最後にお願いします。 

 

【市⻑】 

これを受けて、県とＪＲ東海が今後誠実に交渉を進めてもらうことを、私たちも関心を持ち

ながら注視していきたいというふうに思っています。私どもは、この 8 市２町の協議会と

いうのは、既存のものだったんですね。そこに、やはりこういう経緯だから、私たちも加わ

って一緒に県に要望に行きたいよ、というメッセージを伝えましたが、今回はその枠組みに

静岡市はないので、これは遠慮してほしいということだったのでね。それは、私たちは、そ

う受け止めました。ですので、このことについて、これからも、静岡市として見守っていき

たいなと思っています。 

 

【幹事社・静岡第一テレビ】 

確認ですが、今のところは、加わることはないということですか。 
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【市長】 

そうですね。何かね、８市２町の総意としてね、静岡市になんらかの役割を果たしてほしい

ということがあるならば、またそれは、検討させていただきますが、今回、そういう経緯だ

った、ということで、今回は少し、遠慮をさせていただいた、ということであります。 

 

【幹事社・静岡第一テレビ】 

ありがとうございます。では質問のある方はお願いします。 

 

【静岡朝日テレビ】 

今ちょっと、確認なんですけども、その協議会に静岡市としては、加わりたいとおっしゃっ

たんですか。 

 

【市長】 

はい。 

 

【静岡朝日テレビ】 

ところが、向こうが、というか協議会のほうが NOという、遠慮してくれという答えだった

んですか。 

 

【市長】 

はい。 

 

【静岡朝日テレビ】 

そうなんですか。わかりました。 

 

【市長】 

あの、協議会というよりも、今回の要望行動に対してですよ。 

はい。うん。協議会は、もう既存のものですので、先ほど申し上げました。 

そこは、大井川流域の利水団体の方々ですので、私たちはその資格がないわけですよね。 

ですから、それは既存の協議会としてやっていたわけですよね。そこに加わりたいというこ

とではなくて、今回、県に要望に行くということに対して、ということです。 

 

【静岡朝日テレビ】 

そこに、要望書に、一緒に名前を、ということをおっしゃったわけですね。 
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【市長】 

はい、そうです。 

 

【静岡朝日テレビ】 

わかりました。ありがとうございます。 

 

【読売新聞】 

静岡市が、先にＪＲと協定を結んだことについて、強い反感を持っている自治体もあるとい

うふうにきいているんですけども、静岡市としては、それについて、どう思ってらっしゃい

ますでしょうか。 

 

【市長】 

これは、私たちは、私たちの長年の懸案もありましたので、それを背負いながら、地域振興

と環境保全の両立をどう図るかという見地で、JR東海さんと向かい合ってきました。 

その結果については、どんな結果も、賛成する方もいれば、反対する方もいる、ということ

なので、それについては、誠実に説明していきたいなというふうに思っております。 

 

【読売新聞】 

ありがとうございます。 

 

【朝日新聞】 

大井川以外でもいいんですか。 

 

【市長】 

もちろん。 

 

【朝日新聞】 

あの各地でですね、猛暑で、エアコン、小中学校の教室につけるという動きがすごく出てる

んですけど、市長はやはりまだ検討中なんでしょうか。なんか胎動はあるんでしょうか。 

 

【市長】 

私たちも、これは前向きに、設置に向けての議論を始めています。 

政令指定都市の市長会でも、議論をされていて、国に対して要望をしているところです。 

そのことも、一つになって、国もこれはなんとかしなきゃいけない、という動きになってお

りますので、国がどのレベルで、文科省中心に支援のメニューを作るのか、それに合わせて

静岡市も積極的に呼応していきたい、というふうに思っております。 
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ただ、政令指定都市どこも、静岡市の場合は 126校ありますのでね。これを一気呵成にやら

なきゃならない、となると、かなりの予算がかかります。その中で、なんとかやっていきた

いというふうに思っています。以上です。 

 

【朝日新聞】 

今のお答えだと、要するに国から補助金が出ればやるよ、ということでいいわけですか。 

 

【市長】 

もちろんです。 

 

【朝日新聞】 

待っているの？ 

 

【市長】 

待っているというか、ぼくら働きかけていますから、必死に。国に対して。何とか一緒にや

ろう、と言って。だから、連携してやっていきたいと思っています。  
【朝日新聞】 
もし、でなければ、やめよ、ってことになるんでしょうか。  
【市長】 
その時考えます。でも確実に出ますよ。  
【朝日新聞】 
何月くらいですか。  
【市長】 
国にきいてください。  
【静岡朝日テレビ】 

戻っちゃうんですけれど、今日発表がありました三保の生涯学習交流館についてなんです

けれども、交流館について、清水区と旧静岡市と料金体系が違うようなことを、この前、住

民の方がおっしゃっていたんですけれども、今回、こちらはどちらにするんでしょうか。 

 

【市長】 

児童館の取り扱いについて？ 
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【静岡朝日テレビ】 

児童館じゃなくて、生涯学習センターの利用料ですね。 

 

【市長】 

これは大きな枠組みは、今回の複合施設とは別のことで取り決めをしていきたいと思って

います。ちょっと待ってください。正確に答えなきゃいけないので、副市長お願いします。 

 

【小長谷副市長】 

今回の三保の複合施設とは、別の問題として、旧静岡市側と旧清水地域の交流館の料金体系

が違うということでありますよね。利用者負担の観点から統一をしていこうということで

議論を進めさせていただいているところです。 

 

【静岡朝日テレビ】 

進めているということは、今回の９月からこれがオープンしますけれども、それは今の清水

区の料金体系で…。 

 

【小長谷副市長】 

当面そうですよね。 

 

【静岡朝日テレビ】 

そういうことですね、ありがとうございます。 

 

【テレビ静岡】 

すいません、先ほどの話に戻ってしまって恐縮なんですけれども、確認なんですけれども、

この間のリニアの関係の要望活動で、どちらかというと今のところ、静岡市が拒否をしたみ

たいな言われ方をされているように感じるんですけれども、そうではなくって、静岡市は入

りたいというふうに言ったんだけれども、協議会の方から拒否をされた、遠慮してください

と言われたということでよろしいですか。 

 

【市長】 

拒否っていう強い言葉は、穏当ではないと思うんです。そんな激しいやり取りがあったわけ

ではありません。ただ、私は、市長として、今回、要望書に静岡市も名を連ねたいよ、と水

問題に関心があるよということを伝えました。そして、議論をしてもらいました。 

その静岡市の気持ちはわかったけれども、今回は既存の８市２町の協議会でやることにな

ったという報告をもらいましたので、それについて「わかりました」という経緯があったと

いうことです。 
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私は、８市２町の利水団体の協議会はともあれ、一方で、地方創生の目玉である連携中枢都

市圏を５市２町で構成をしているわけですね。こちらにね、今回のことで何かひびが入って

しまうというのは、これは良くないというふうに思い、やはり大井川の流域の５市２町の

方々が水問題に関心があったならば、私たちもそれに対して、やっぱり寄り添っていくとい

うことが５市２町という大事なね、これから国の方でも 2040年、地方自治体の戦略の中で

ね、「連携」というキーワード、「合併」から「連携」へという流れの中でね、どうやってこ

れから自治体が広域的に水平連携をして、上手にね、まちづくりをしていくか大きな指針を

国のほうで出して、私たちは、７つの議会でこれを認めてもらって、全国の中でも割と早い

スタートで進めていますので、この動きを大切にしたいな、ということで、今回、そんなふ

うに私のほうからお願いをした、という経緯です。 

 

【中日新聞】 

暗い話題で申し訳ないんですけれども、昨日の夜からの報道で、静岡市の職員の男性がちょ

っと飲酒をした後にバイク事故を起こした、という報道があったと思うんですけれども、市

長としては、どういうコメントがあるのか。 

もう一つ、明るい話題としては、マンホール、全国的にもマンホールのマニアもいて、返礼

品とかにも出している市と町もあると思うんですけど、このマンホールを、さらにどう活用

するのか。あとは、設置日が調整中ってあったんですけど、今月中とか秋ぐらいとか、その

くらいの時期は、もし出せるのなら教えていただけたらな、とその２点をお願いします。 

 

【市長】 

はい。ありがとうございます。１点目は、これは「申し訳ない」の一言に尽きます。論外で

あります。夏の交通安全運動でも飲酒運転の撲滅というということを強く伝えております

のでね。残念であります。この職員については、厳正に対処していきたいと思います。 

２つ目のマンホールの件についてはね、今度は、さくらももこ先生にさらにお願いしてね、

おそらくこの２つは人気がものすごく出ると思うんです。なので、これから、友蔵さんとか

ね、花輪クンとかね、そういうまる子ちゃんファミリーのキャラクターを全市的に展開して

いく中でね、コレクターの関心も引いて、より一層ね、これが交流人口の拡大に繋がるよう

な戦略を立てていきたいなというふうに思っています。 

まさに、これはある意味スタートで、ここから、まる子ちゃんサイドとうちのシティプロモ

ーションと上下水道局はもちろんですけども、きちっと、どんな仕掛けをしていって、より

費用対効果が高いかということを模索してきたいなというふうに思っています。 

 

【静岡放送】 

リニア中央新幹線についてなんですが、今日の夜に井川地区で住民説明会が開かれるかと

思うんですが、静岡市として、今後、水問題に関しては、JR 東海にどういった姿勢を望む
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かっていうのを教えていただけますか。 

 

【市長】 

基本合意の文章のみならず、私たちはやっぱり南アルプスのエコパークを近隣の自治体と

一緒に、登録を勝ち取りました。上流域にもやはり環境保全という強い意識があります。 

その水量の問題、トンネルを開けるということですのでね。どのぐらいの環境保全ができる

のかということについてはね、技術的な学術的なね、精査というものが必要で、今、JR 東

海もされているだろうし、県の方もされていると思いますので、それをやはり私どもは関心

をもって見ていきたいなというふうに思っています。 

 

【静岡放送】 

ありがとうございます。 

先ほどの質問でもありましたが、８市２町の要望のほうに遠慮してほしいという答えがあ

りましたが、どういう点から遠慮してほしいということだったのでしょうか。 

 

【市長】 

その理由は、私は聞いておりません。 

 

【静岡放送】 

わかりました。あともう一点ですが、８市２町と県と利水団体でオール静岡の体制が出来上

がりました。それに静岡市として主体的にどのように関わっていくのか、もしも方向性があ

るようでしたら教えてください。 

 

【市長】 

先ほど申し上げたとおりです。 

 

【静岡放送】 

ありがとうございます。 

 

【司会】 

ありがとうございました。それでは、以上で定例記者会見を終了させていただきます。次回

は、８月 21日火曜日の午前 11時からとなりますので、よろしくお願いします。本日はあり

がとうございました。 


